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手話と点字を体験
栗山高校で福祉体験学習

良い年を迎えられますように
恒例のJA女性部〆縄づくり

そらち南JA女性部の〆縄サークルで12月2日と3日、
毎年恒例の〆縄づくりが行われました。9月に購入して
いたスゲを材料に、神棚用の三俵・五俵・七俵のお飾
りや、玄関用のお飾りなど大小約 100 個を作製しまし
た。完成した〆縄は、正月に会員宅に飾られ、一部は
JA本部にも寄贈されます。同サークルの西岡照世代表
は「作り方を思い出しながら、みんなでおしゃべりをし、
笑いながら作っています。皆さんが良い年を迎えられ
たらうれしいです」と話していました。

北海道日本ハムファイターズなどで
活躍された坪井智哉さんの「ぶっちゃ
けトークショー」が 12 月 11 日、総合
福祉センター「しゃるる」で開催され
約 130 人が参加しました。北海道日本
ハムファイターズを応援する栗山の会
（高杉文浩会長）の創立 7周年記念事
業として行われ、ファイターズでの思
い出話などが話されました。質問タイ
ムで子どもたちは「試合でチャンスの
時にはどうすればいいですか」と質問。
坪井さんは「試合では練習以上のこと
はできません。『あれだけ練習したんだ
から必ず打てる！』と信じてバッター
ボックスに入っています」とこたえま
した。坪井さんから走塁のアドバイス
を受けた角田リトルタイガースの奥田
太一くん（6年生）は「とてもわかり
やすくアドバイスしてもらえた。坪井
さんみたいになりたい。すごくかっこ
よかった」と話していました。

憧れの選手が目の前に
坪井智哉さんの「トークショー」

栗山高校で 12 月 13 日と 14 日に障がい者とのコミュ
ニケーション方法を学ぶ福祉学習が行われ「家庭看護福
祉」を選択した 3年生 31 人が参加しました。講師にく
りやま手話の会の猪熊友子さん、町内在住の聴覚障がい
者の橋本幸枝さん、視覚障がい者の永杉忠さんを招き、
手話や点字を学びました。手話で自己紹介をしたり点字
の名刺を作りを体験した生徒は「星やハートを表す点字
はありますか」と質問。永杉さんは「点字で絵を描くこ
とだってできますよ」と答え生徒は驚いていました。
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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載出来なかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

安心で安全にすごせる街に
みなみ中里防犯パトロール隊

みなみ中里防犯パトロール隊（高橋松男隊長）が 12
月 1 日、みなみ中里町内会の全戸（123 戸）に防犯チラ
シの配付を行いました。パトロール隊は平成 16 年に発
足されて以来 7年間、毎週水曜日に児童の下校時間に合
わせて街頭での声かけ運動を行うなど地域の防犯活動に
取り組んでいます。高橋さんは「住民が安心で安全にす
ごせる街にしたいという思いから会を発足し活動してき
ました。これからも地域や子どもが安心して暮らせるよ
うに頑張りたいです」と力強く話してくれました。

飲酒運転は絶対だめ！
飲酒運転追放パトロール

継立小学校（奥村昌利校長：児童数
71 人）で 12 月 9日、『継小まつり』が
開催され、児童と父母ら約 110 人が参
加しました。子どもたちはそれぞれの
学年で『おばけやしき』や『宝さがし』
などのアトラクションを 9 種類製作。
保護者からも大人気だった2年生の『こ
の味なーに』は、目隠しした参加者に
どのジュースが混ざっているかを当て
てもらうゲーム。途中で目隠しした保
護者にジュースをかけてしまうトラブ
ルもありましたが、参加者はとても楽
しんでいました。参加した 6年生の石
川千尋（ちひろ）さんと、2年生の万
貴（まき）さんのお母さんは「毎年参
加しています。子どもたちは家でペッ
トボトルを集めて学校に持っていくな
ど準備段階からとても楽しそうに取り
組んでいました。継小まつりはこれか
らも続いてほしいと思います」と話し
ていました。

子どもたちが考えた
継立小学校で「継小まつり」

飲酒運転による悲惨な交通事故を防ごうと、栗山町交
通安全協会（岩崎俊英会長）が主催する飲酒運転追放パ
トロールが 12 月 10 日、繁華街で行われ、警察署、町
など関係機関・団体 30 人が参加しました。出発式で岩
崎会長は「団体・企業が率先して飲酒運転を絶対にさせ
ない。昨年の惨事（3名死亡事故）を忘れずに頑張りま
しょう」とあいさつ。参加者は、町内の飲食店約 50 店
に「飲酒運転追放」と書かれたノボリを手渡し「飲酒運
転追放にご協力をお願いします」と呼びかけました。

栗山町 検索
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■■■ 院長プロフィール ■■

■
診療科目

診療時間

月～水　　 9：00 ～ 12：30
  & 金曜日 14：30 ～ 19：00
木曜日　　 9：00 ～ 12：30
土曜日　　 9：00 ～ 14：00
日曜・祝祭日・第 2 木曜日はお休み
　所在地：中央 3 丁目 324-4
   ☎� 3666　FAX � 3667

■■■ 院長プロフィール ■■■

出　身：福岡県吉井町出身
　　　　昭和 28 年生まれ
出身校：久留米大医学部
家　族：奥さん、長女、次女、長男
趣　味：サッカー
栗山について一言：
　サッカーや野球が盛んで、小さいな

がらも元気な町だと思います。予防
接種の助成に早くから取り組まれて
いて住みやすい町だと思います。

西見　寿博 院長
小児科・内科

不活化
ワクチン 不活化

ワクチン

不活化
ワクチン
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年
に
一
度
、
家
族
や
親
戚
が
集

ま
っ
て
新
年
を
祝
う
に
は
、
ご
ち
そ

う
や
お
酒
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。
た

だ
し
、
暴
飲
暴
食
は
正
月
太
り
や
、

体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
正
月
太
り
を
予
防
し

つ
つ
、
食
事
や
飲
酒
を
楽
し
む
ポ
イ

ン
ト
を
押
え
て
、
健
康
に
新
年
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

お
正
月
の
お
せ
ち
は
保
存
が
で
き

る
よ
う
に
味
付
け
が
濃
い
も
の
や
、

魚
卵
な
ど
高
塩
分
、
高
脂
肪
、
高
プ

リ
ン
体
の
食
品
が
多
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ド
ブ
ル
に
多
い

揚
げ
物
や
、
お
雑
煮
に
欠
か
せ
な
い

お
餅
も
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
の
で
食
べ

す
ぎ
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

正
月
太
り
し
や
す
い
生
活

・
お
な
か
が
す
い
て
い
な
く
て
も
食

べ
る
こ
と
が
多
い

・
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食
べ
続
け
、

自
分
が
ど
れ
だ
け
食
べ
た
か
分
か

ら
な
い

・
買
い
物
に
出
な
く
て
も
済
む
よ
う

に
、
食
材
を
多
め
に
買
い
置
き
し

て
お
く

・
出
先
で
の
食
事
が
増
え
る

正
月
太
り
対
策

・
寝
正
月

　

当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
、

正
月
太
り
し
や
す
い
生
活
と
言
え

ま
す
。
例
え
ば
、
外
食
す
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
日
は
家
で
の
食
事
を

少
な
め
に
す
る
な
ど
、
何
か
一
つ
で

も
改
善
で
き
そ
う
な
こ
と
を
見
つ
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

お
め
で
た
い
席
に
は
欠
か
せ
な
い

お
酒
で
す
が
、
お
酒
の
カ
ロ
リ
ー
を

意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
例

え
ば
、
ビ
ー
ル
中
ジ
ョ
ッ
キ
１
杯

（
5
0
0

ml
前
後
）
を
３
杯
飲
む
と

約
6
0
0
K
C
a
l
。
１
食
に
必

要
な
カ
ロ
リ
ー
に
匹
敵
し
ま
す
。
ま

た
、
肝
臓
が
一
晩
で
処
理
で
き
る
ア

ル
コ
ー
ル
量
は
、
健
康
な
方
で
20
g

と
限
界
が
あ
り
ま
す
（
ビ
ー
ル
な
ら

5
0
0

ml
に
含
ま
れ
ま
す
）。
飲
み

す
ぎ
が
続
い
た
ら
、
そ
の
後
数
日
は

連
続
し
た
休
肝
日
を
設
け
て
肝
臓
を

休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

注
が
れ
る
と
断
れ
な
い
・
・
・

　

そ
ん
な
方
は
飲
む
種
類
に
気
を
つ

種　　類 カロリー アルコール量
ビール中ジョッキ 1 杯 500ml 200KCal 20.0g

発泡酒 350ml 158KCal 16.8g
チューハイ 350ml 189KCal 22.4g
日本酒１合 180ml 185KCal 21.6g

ワイングラス 1 杯 120ml 131KCal 11.5g
梅酒ロック 1 杯 90ml 140KCal 9.4g
焼酎ロック 1 杯 90ml 131KCal 18.0g

ウイスキーシングル 1 杯 30ml 71KCal 9.6g
ブランデーシングル 1 杯 30ml 71KCal 9.6g

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H
eal

th 
    

H
ea

lth
    

 H
ea

lth
    

 H
ea

lth

元気が
一番！！

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
小
さ
め
の
コ
ッ
プ
１
杯

（
1
8
0

ml
）
の
ビ
ー
ル
と
、
ウ
イ

ス
キ
ー
シ
ン
グ
ル
（
30
・

ml
）
が
同
じ

カ
ロ
リ
ー
。
ビ
ー
ル
を
コ
ッ
プ
に
1

杯
な
ら
、
乾
杯
だ
け
で
飲
み
き
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ウ
イ

ス
キ
ー
な
ら
時
間
を
か
け
て
飲
め
る

の
で
、
グ
ラ
ス
が
空
に
な
る
回
数
が

減
り
ま
す
ね
。

　

お
祝
い
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む

た
め
に
、
普
段
は
食
べ
す
ぎ
、
飲
み

す
ぎ
を
し
な
い
よ
う
に
段
取
り
を
し

て
お
く
こ
と
も
効
果
的
で
す
。
お
い

し
い
も
の
と
上
手
に
付
き
合
い
、
健

康
に
一
年
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。

町では、下記の年齢の方を対象に昨年の５
月末に「子宮頸がん検診および乳がん検診
の無料クーポン券」をお届けしています。
ぜひ、この機会に検診を受けましょう。
※検診の受け方と検診機関は、クーポン券

と同封のチラシをご覧ください。

無料クーポンの
有効期限が迫る！

食
事
に
気
を
つ
け
て

お
酒
は
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う

【問い合わせ】　町地域医療・保健対策室　☎ �1111（内線 368）

 飲みすぎ食べ過ぎ・・
　正月太りに気をつけて！

　

現
在
接
種
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
自
治
体
に

よ
っ
て
公
費
負
担
の
あ
る
「
定
期
接
種
」
と
本
人

ま
た
は
保
護
者
の
判
断
に
よ
っ
て
受
け
る
「
任
意

接
種
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
区
別

の
理
由
は
あ
ま
り
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
任

意
」
と
い
う
言
葉
か
ら
接
種
は
し
て
も
し
な
く
て

も
良
い
も
の
と
受
け
取
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
実
は

任
意
接
種
の
対
象
と
な
る
病
気
に
こ
そ
子
ど
も
た

ち
が
成
長
し
て
行
く
上
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
要
な
病
気
が
含
ま
れ
て
い
ま
す(

下
の
表
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い)

。

　

ワ
ク
チ
ン
は
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
種し

ゅ

痘と
う
に
始
ま
っ
て

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
歴
史
の
中
で
は

天
然
痘
が
撲
滅
さ
れ
た
り
、
昭
和
30
年
代
、
夕
張

か
ら
始
ま
っ
た
ポ
リ
オ
に
当
時
の
ソ
連
か
ら
緊
急

に
生
ワ
ク
チ
ン
を
輸
入
し
て
ポ
リ
オ
の
蔓ま

ん

延え
ん
を
防

い
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ(

世
界

保
健
機
構
）
は
２
０
１
２
年
ま
で
に
世
界
か
ら
麻ま

疹し
ん
を
な
く
す
目
標
を
立
て
、
世
界
各
国
で
麻
疹

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
集
団

接
種
に
お
け
る
Ｂ
型
肝
炎
発
症
の
た
め
に

１
９
８
９
年
以
降
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
導
入

も
な
く
世
界
の
流
れ
か
ら
完
全
に
立
ち
遅
れ

て
い
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
に
20
歳
前
後
の

若
者
層
を
中
心
に
麻
疹
が
流
行
し
首
都
圏
の

大
学
で
臨
時
休
校
が
相
次
い
だ
こ
と
は
そ
の

象
徴
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
２
０
０
８
年
に
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
ｂ

型
菌(

Ｈ
ｉ
ｂ)

ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
て

以
来
、
ワ
ク
チ
ン
行
政
が
大
き
く
変
わ
り
、

Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
に
続
い
て
肺
炎
球
菌(

Ｐ

Ｃ
Ｖ)

ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸け

い
が
ん(

Ｈ
Ｐ
Ｖ)

ワ
ク
チ
ン
な
ど
が
接
種
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
ワ
ク
チ
ン
や
複
数
の
ワ
ク
チ
ン
を
含
む

新
し
い
多
価
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
ポ
リ
オ
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
開
発
が
進
ん
で
お
り
、

健康のコラム

health columu

大
き
く
変
わ
る
予
防
接
種
(1)

にしみこどもクリニック院長

医
師
の
判
断
よ
っ
て
同
時
に
複
数
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
行
う
こ
と
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
私
が
小
さ
か
っ
た
頃
は
近
所
で
麻

疹
や
水
痘
に
罹か

か

っ
た
子
ど
も
が
い
た
ら
、「
あ
ん

た
、
罹
っ
て
お
い
で
」
と
遊
び
に
行
か
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
普
通
に
元
気
な
子
ど
も

で
あ
れ
ば
、
病
気
に
罹
っ
て
自
然
に
治
っ
て
い

く
う
ち
に
免
疫
の
力
が
つ
い
て
く
る
も
の
で
す

が
、
重
症
化
し
て
命
を
無
く
し
た
り
、
後
遺
症

で
そ
の
後
の
生
活
に
支
障
を
来
し
た
人
が
い
た

こ
と
も
事
実
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
は
特
効

薬
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
分
の
体
内
の
免
疫
力

に
よ
っ
て
治
っ
て
い
く
病
気
で
す
。
こ
の
免
疫

の
仕
組
み
は
ま
だ
判
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、

医
療
レ
ベ
ル
が
向
上
し
た
今
日
で
も
重
症
化
の

危
険
性
は
ど
ん
な
場
合
に
も
存
在
し
ま
す
。
明

ら
か
に
免
疫
の
力
が
不
十
分
で
あ
る
新
生
児
や

乳
幼
児
、
成
長
段
階
の
子
ど
も
た
ち
、
高
齢
者

の
方
、
そ
し
て
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
に
罹
っ

て
い
る
方
達
は
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
に
罹
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

予
防
接
種
は
体
内
で
病
原
体
に
対
す
る
守
る

力(

抗
体)

を
産
生
し
、
病
気
へ
の
抵
抗
力
を

作
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
ウ

イ
ル
ス
の
性
格
上
、
接
種
し
て
も
時
に
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
一
般
に
ワ
ク
チ
ン
は
発
症
を
抑
え
た
り
、

罹
っ
て
も
症
状
を
軽
く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
や
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど
は
そ
の
効
果
が
著
し

く
、
病
気
の
根
絶
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
重

じ
ゅ
う

篤と
く
な
病
気
に
罹
ら
な

い
よ
う
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
防
げ
る
病
気
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
は
親
世
代
の
義
務

で
あ
り
、
次
の
世
代
へ
の
責
任
と
も
言
え
ま
す
。

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

西
にし

見
み

　寿
とし

博
ひろ

　



◆
日

時

　

1
月
15
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

　

※
毎
週
土
曜
日

◆
場

所　

　

い
き
も
の
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
栗

山
自
然
情
報
館
）

◆
参
加
料　

無　

料

◆
問
い
合
わ
せ

お
っ
鳥
ク
ラ
ブ　

中
井　

☎
０
９
０（
１
６
４
７
）９
６
６
１

院
長　

横
山
太
範
氏

◆
対

象

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
興
味
の
あ
る
方
、

家
族
や
職
場
の
同
僚
な
ど
身
近
な
方
の

う
つ
病
へ
の
対
応
に
つ
い
て
お
困
り
の

方
、
理
解
を
深
め
た
い
方
な
ど

◆
参
加
料　

無
料
（
先
着
2
0
0
人
）

◆
申
請
期
限　

1
月
24
日
㈪

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

子
ど
も
・
保
健
推
進
課
精
神
保
健
福
祉
係

☎
0
1
2
6
（
2
0
）
0
1
2
1

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp/

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６（
２
２
）０
８
１
０

◆
日

時

　

1
月
31
日
㈪　

午
後
2
時
30
分
～

◆
場

所

岩
見
沢
市
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
（
岩
見
沢
市
有
明
町
）

◆
内

容

講
演
「
働
き
盛
り
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

～
う
つ
病
の
予
防
・
対
応
・
服
飾
」

◆
講

師

医
療
法
人　

心
劇
会
札
幌
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
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　国民健康保険税（第 7 期）

　後期高齢者医療保険料（第 7 期）

　介護保険料（第 7 期）

【問い合わせ】☎ �1111
 ･ 課税内容について　町税務課課税Ｇ（内線 324・326）
 ･ 納税相談について　町税金対策室 （内線 210・329）

町税納期のお知らせ 今月の納期限

1/ 31月
納税には
便利な

口座振替を！

国 民 年 金
もしも夫に先立たれたら・・

【遺族基礎年金】
　遺族基礎年金は、次のいずれかの方が亡く
なられたときに、その方によって生計を維持
されていた「子のある妻」または「子」に支
給されます。

①国民年金の被保険者
②国民年金の被保険者であった方で、日本国

内に住所がある 60 歳以上 65 歳未満の方
③老齢基礎年金の受給権者、または受給資格

期間を満たしている方

　遺族基礎年金の額は、「子のある妻」が受
ける場合、基本額（792,100 円）に子の加算
額（１人目と２人目の子はそれぞれ 227,900
円、３人目以降は１人につき 75,900 円）を
加えた額です。
　※「子」とは、18 歳到達年度の末日まで
の子、もしくは 20 歳未満で１級・２級の障
がいの状態にある子をいいます。

【寡婦年金】
　国民年金の第１号被保険者として保険料を
納めた期間（免除期間を含む）が 25 年以上
ある夫が亡くなられた場合に、10 年以上婚
姻関係が継続していて、夫によって生計を維
持されていた妻に 60 歳から 65 歳までの間
支給されます。年金額は、夫の第 1 号被保険
者期間に基づいて計算された老齢基礎年金額
の 4 分の 3 です。
　ただし、死亡した夫が障害基礎年金の受給
権者だったことがある場合や、老齢基礎年金
を受けていたとき、また、妻自身が老齢基礎
年金の繰上げ支給を受けている場合、寡婦年
金は支給されません。
　なお、寡婦年金と死亡一時金の両方を受け
られる場合、どちらか一方を選択することに
なります。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民保険Ｇ☎� 1111（内線304）

催
　
　
し

infomation １

野
鳥
観
察
会

う
つ
病
・
自
殺
予
防
講
演
会

　
　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方

四
島
の
早
期
返
還
の
実
現
は
、
道
民

は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る

悲
願
で
す
。

　
　

北
海
道
で
は
、
２
月
７
日
を
「
北

方
領
土
の
日
」
と
し
て
、
領
土
返
還

要
求
運
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図

り
ま
す
。
次
の
期
間
、
役
場
庁
舎
ロ

ビ
ー
に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま

す
の
で
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
期

間

　

1
月
21
日
㈮
～
2
月
20
日
㈰

◆
場

所　

役
場
旧
庁
舎
ロ
ビ
ー

◆
問
い
合
わ
せ

町
総
務
課
総
務
Ｇ

☎
�
１
１
１
１（
内
線
3
3
7
）

　

国
保
で
は
、
医
療
費
の
一
部
負
担
金

が
高
額
と
な
っ
た
場
合
、
限
度
額
を
超

え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
あ
と
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
を
す
る
場

合
、「
領
収
書
原
本
」
の
提
示
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
税
の
申
告
（
医
療

費
控
除
）
前
に
国
保
で
の
手
続
き
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
必
要
な
も
の

・
領
収
書
原
本

・
保
険
証　

・
世
帯
主
の
印
か
ん（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

・
世
帯
主
名
義
の
預
金
通
帳

　

な
お
、
限
度
額
や
計
算
方
法
は
年
齢

や
所
得
区
分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
住
民
保
険
Ｇ

☎
�
１
１
１
１（
内
線
3
1
2
）

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、

税
理
士
事
務
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
、
国
税
に
関
す
る
申
告
、

申
請
、
届
出
な
ど
が
で
き
る
便
利
な
シ

ス
テ
ム
で
す
。

暮  

ら  

し
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◆
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
前
に

電
子
証
明
書
の
取
得
（
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
）、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
の
購
入
な
ど
、
事
前
準
備
が
必
要
で

す
。

◆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
告

自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
し
て
提
出
で
き
ま
す
。

◆
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
と
…

①
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を

本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明
書

を
付
し
て
期
限
内
に
申
告
す
る
と
、
所

得
税
額
か
ら
最
高
５
千
円
の
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

※
平
成
19
～
21
年
分
に
控
除
を
受
け
た
方

は
除
き
ま
す
。

②
添
付
書
類
の
提
出
を
省
略

医
療
費
の
領
収
書
、
源
泉
徴
収
票
な
ど

は
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、
書
類
の
提
出
や
提

示
を
省
略
で
き
ま
す
。

※
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
は
、
税
務
署
か

ら
書
類
の
提
出
や
提
示
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

還
付
申
告
は
早
期
処
理
（
３
週
間
程
度

に
短
縮
）
し
て
い
ま
す
。

◆
そ
の
他

税
に
関
す
る
情
報
、
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
や
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

e
｜

T
A
X
で
確
定
申
告
を

国
保
の
高
額
療
養
費
の
支
給

申
請
は
、
税
の
申
告
前
に
！

まちのおしらせ

人　口　13,511   人  （－ 6）
　男　　 6,336   人  （－  4）
　女　　 7,175   人  （－ 2）
世帯数　 6,076世帯 （+ 1）

※12月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

１２ｃｍ
（昨年は２９ｃｍ）
※12月15日までの降雪量

降った雪の量

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日



◆
雇
用
形
態

パ
ー
ト
職
員

◆
応
募
方
法　

1
月
31
日
㈪
ま
で
に
本
人

が
社
会
福
祉
協
議
会
に
履
歴
書
を
持
参

◆
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
１
3
2
2

◆
内　
　

容

高
齢
者
や
障
が
い
を
持
っ
た
方
な
ど
で

外
出
が
困
難
な
方
の
移
動
支
援
（
福
祉

車
両
で
の
送
迎
）

◆
勤
務
時
間

月
曜
日
～
土
曜
日
午
前
７
時
～
８
時
、

午
後
3
時
30
分
～
4
時
30
分

◆
賃

金

障
害
者
移
動
支
援
事
業
規
程
に
基
づ
く

◆
要

件

・
普
通
二
種
ま
た
は
、
大
型
二
種
免
許
所

持
者
で
福
祉
に
理
解
の
あ
る
方

◆
日
時
・
場
所

・
1
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対　
　

象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

1
月
19
日
㈬
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

　　

◆
日

時

　

1
月
27
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場

所　

栗
山
商
工
会
議
所

◆
内

容

　
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
、
健
康
保
険
の

請
求
お
よ
び
手
続
き
の
相
談

◆
申
込
先

　

1
月
25
日
㈫
ま
で
に

　

☎
０
１
２
６（
3
8
）8
0
0
0
へ
予
約

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所

☎
�
1
2
7
8

23

募
　
　
集

長期不在時の漏水にご注意を
　ご自宅を長期間、不在としている場
合、毎年、次のような事故が数件発生
しています。

・水道管が凍結により破裂し、漏水して
いた。

・トイレのレバーが戻っておらず、水が
ずっと出しっ放しになっていた。

　この場合、不在のため、水が漏水し
続け、多額の水道料金などが発生し、
料金の請求を見て驚かれるといった状
況となります。
　水道凍結事故や水道の出しっ放しの
場合、修理代や水道料金については、
全額自己負担となります。ご自宅を長
期に不在としている方は、水落としを
確実に行うこと、また、定期的な点検
を行うなど、給水施設の管理をよろし
くお願いします。

水道の凍結に気をつけま
しょう！
　水道は氷点下４度以下になると、凍
結や破損の恐れがあります。就寝前や
外出時（日中も）は、なるべく水落と
しをするよう心掛けましょう。
　凍結した場合は、次の指定工事業者
に連絡してください。

□丸勝給水設備工業㈱（中央 1）
　☎� 1445
□北海設備工業㈱（朝日 3）
　☎� 3440
□三友工業㈱（継立）
　☎� 2050
□㈲水工社（朝日 3）
　☎� 5283

■問い合わせ
町建設水道課上下水道Ｇ
☎ �1111（内線 390・369）

みんなの

水 道 相  
  

談

心
の
健
康
相
談

障
が
い
者
移
動
支
援
事
業

運
転
手
募
集

infomation １

社
会
保
険
事
務
相
談

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
レ
デ
ィ
ー

ス
＆
シ
ニ
ア
の
方
を
対
象
に
ス
ペ
シ
ャ

ル
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日

時

１
月
27
日
㈭
・
31
日
㈪
・
2
月
3
日
㈭

7
日
㈪
・
10
日
㈭
の
５
日
間

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所　

栗
山
町
ス
キ
ー
場

※
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
も
実
施
し
ま
す
。

◆
対

象

女
性
、
シ
ニ
ア
、
ス
キ
ー
が
好
き
な
方

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
受
講
料

５
日
間　

４
千
円

※
傷
害
保
険
を
含
み
ま
す
。
リ
フ
ト
代
は

別
途
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み　

随
時
受
付
し
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

中
井　

惺

☎
０
９
０（
１
６
４
７
）９
６
６
１

◆
月

日　

2
月
6
日
㈰

◆
場

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対

象

中
学
生
以
上
の
町
内
在
住
の
方
、
ま

た
は
町
内
勤
務
の
方
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム

◆
参
加
料

･
栗
山
協
会
登
録
チ
ー
ム　
　

４
千
円

･
栗
山
協
会
未
登
録
チ
ー
ム　

７
千
円

◆
申
込
期
限　

１
月
14
日
㈮

◆
監
督
会
議
・
抽
選
会

◇
日

時

　

１
月
17
日
㈪　

午
後
７
時
～　

※
参
加
チ
ー
ム
は
必
ず
出
席
く
だ
さ
い

◇
場

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
サ
ッ
カ
ー
協
会　

住
友

☎
０
９
０（
８
９
０
６
）５
８
４
１

◆
日

時

　

12
月
31
日
㈮　

午
後
11
時
30
分
～

◆
場

所　
　

栗
山
天
満
宮

◆
受

付　

　

社
殿
で
の
合
格
祈
願
の
受
付
締
め
切
り

は
午
前
0
時

◆
主　
　

催

合
格
祈
願
祭
実
行
委
員
会

22

栗
山
ス
キ
ー
連
盟

ス
キ
ー
教
室

まちのおしらせ

講
　
　
習

第
7
回
K
U
R
I
Y
A
M
A

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会（
5
人
制
）

合
格
祈
願
祭

　

弾
む
呼
吸
と
微
か
に
に
じ
む
汗

が
爽
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
「
継
立
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
健
康
運
動
指
導
士
の

長
谷
川
さ
ん
に
よ
る
「
健
康
体
操
」

や
「
健
康
相
談
」、
体
育
指
導
委

員
が
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
み
ま
し
た
。
恒
例
の
バ
ザ
ー

で
は
、
今
年
が
初
出
店
と
な
る
防

災
グ
ッ
ズ
の
展
示
も
行
わ
れ
、
非

継
立
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

つ
ぎ
た
て
だ
よ

④り

連載中！
※
自
治
区
構
想
の
モ
デ
ル
地
区
「
継
立
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
活
動
内
容

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

第
4
回
目
は
「
継
立
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
様
子
と
、
3
月
に
行
わ

れ
る
「
敬
老
会
」
の
ご
案
内
で
す
。

【
次
回
イ
ベ
ン
ト
あ
ん
な
い
】

　
「
敬
老
会
」

　

日　

程　

3
月
6
日
㈰　

　

場　

所　

南
部
公
民
館
講
堂

常
食
の
試
食
な
ど
が
関
心
を
集
め

て
い
ま
し
た
。
昼
食
に
は
手
作
り

お
に
ぎ
り
や
豚
汁
、
お
漬
物
が
配

ら
れ
、
美
味
し
い
食
事
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
爽
や
か
な
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。　



21

infomation １

　

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
火
災
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
火
災
の
な
い
明
る

い
町
づ
く
り
の
た
め
栗
山
消
防
団
一
丸
と

な
り
無
火
災
を
目
標
に
努
力
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

第
一
分
団
で
は
本
年
も
町
内
の
無
火
災

を
願
い
、
栗
山
市
街
地
に
お
き
ま
し
て
恒

例
の
「
は
し
ご
の
り
」
を
行
い
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

仲井浩祐さんと悠
ゆうせい

晟くん

 

出初はしごのり　9：55 ～
  9：55　  　越路前（餅まき）
10：05 頃　岩盤浴ゆり夢前
10：15 頃　K. きたの・岡嶋商店前
　　　　　 （餅まき）
10：25 頃　幸寿し前
10：40 頃　２区駐車場
10：50 頃　ストアーやまかね東側
　　　　　 （餅まき）
11：00 頃　山崎建設・石田鉄工所前
11：10 頃　役場前　　　　
11：20 頃　栗山いちい保育園前

出初式　13：00 ～
【行　進】　栗山消防団庁舎前を出発

し、駅前通りを行進します。
【式　典】　カルチャープラザ「Eki」

よっ！

25

　

私
は
、
消
防
団
に
入
り
10

年
に
な
り
ま
し
た
。
入
団
以

来
、
登と

て
い梯

に
志
願
し
、
は
し

ご
に
登
っ
て
い
ま
す
。
竹
の

は
し
ご
は
高
さ
が
約
7
メ
ー

ト
ル
。
今
で
も
一
番
上
に
登

る
と
震
え
ま
す
が
「
と
び
」

と
い
う
カ
ギ
状
の
道
具
で
仲

間
の
団
員
が
し
っ
か
り
と
支

え
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
て

演
技
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
の
登
梯
員
は
10
名
。

11
月
か
ら
週
２
回
練
習
し
て

き
ま
し
た
。
栗
山
の
は
し
ご

の
り
は
一
度
、
休
止
状
態
に

な
り
ま
し
た
が
20
年
前
に
復

活
し
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
は
し
ご
の
り
の
翌

日
、長
男
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
子
が
大
き
く
な
る
ま
で

は
毎
年
頑
張
っ
て
は
し
ご
に

登
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 【登梯員】第一分団：高杉文浩、仲井浩祐、村上　渉、大旗　修、越前谷孝行、佐野友一、中井浩輝
　　　　　　　　　   鈴木　修、対馬啓司、端　師孝

【
慰　

問
】

◇
継
立
保
育
所
の
園
児（
継
立
）◇
ビ
ハ
ー

ラ
く
り
や
ま
（
吉
田
輝
雄
会
長
）
◇
松
青

会
の
皆
さ
ん

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）
◇
も

ち
つ
き
会
有
志
の
皆
さ
ん
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【
11
月
16
日
～
12
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

平
井
　

岳が
く 

11/8

狩
野
菜な

の

は

乃
芭 

11/10

清
水
大や

ま
と翔 

11/19

笹
森
友ゆ
う
と翔 

11/21

水
上
紗さ

き希 

12/2

渡
辺
　

向こ
う 

12/6

【
11
月
16
日
～
12
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 
日                         
世
帯
主       

住  

所

黒
川
靜
子 

95 

11/16 
本

人

名
古
屋　

茂 

92 

11/17 

本

人

寺
西
和
男 

74 

11/17 

本

人

逢
坂
要
一 

89 

11/18 

本

人

藤
田
千
代
子 

61 

11/25 

憲

雄

小
林
美
佐
子 

84 

11/25 

眞

今
野
セ
ツ
子 

81 

11/27 

本

人

山
本
豊
一 

82 

11/28 

本

人

大
塚
フ
エ 

89 

12/11 

本

人

【
金
一
封
】

◇
鹿
澤
裕
聖
さ
ん（
千
葉
県
）よ
り
総
務
寄

付
金（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
）と
し
て
◇

西
川
久
子
さ
ん（
富
士
）よ
り
社
会
福
祉
寄

付
金（
地
域
福
祉
基
金
）と
し
て

【
金
一
封
】

◇
栗
山
地
区
連
合
会
（
川
津
昭
典
会
長
）

よ
り
社
会
福
祉
事
業
へ

【
物　

品
】

◇
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱

（
角
野  

中
原
代
表
取
締
役
）

【
金
一
封
】

◇
栗
山
寺
（
桜
丘
2
）

【
金
一
封
】

◇
遠
山
家
子
供
ご
一
同
（
継
立
）
◇
竹
田

功
さ
ん（
雨
煙
別
）◇
高
取
政
一
さ
ん（
松

風
3
）
◇
松
青
会
の
皆
さ
ん

【
物　

品
】

◇
柴
田
重
夫
さ
ん
（
桜
山
）
◇
金
留
功
さ

ん
（
朝
日
3
）
◇
小
西
善
三
さ
ん
（
角
田
）

◇
清
重
照
子
さ
ん
（
継
立
）
◇
新
井
ゆ
か

り
さ
ん
（
中
央
3
）
◇
桜
山
伝
承
も
ち
つ

き
会
（
藤
原
東
峰
実
行
委
員
長
）

ご  

厚  

意

　
　

町　

へ

お
く
や
み

剛
志

穂

智

之

香
菜
子

翔

太

恵

美

一

知

美

香

一

孝

真
奈
美

暁
明
日
香

お
め
で
た

中
央
４

継

立

桜

山

富

士

富

士

湯

地

松
風
３

松
風
２

角

田

松
風
４

湯

地

日

出

桜
丘
１

桜
丘
２

継

立

　
　

泉
徳
苑
へ

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　

く
り
の
さ
と
へ

まちのおしらせ

女性防火クラブが備品を導入
　 栗山地区女性防火クラブ（和田幸子会長）が
このほど、啓発用の小型消防ポンプ、簡易テント、
拡声器を導入しました。安全で災害に強い地域づ
くりを推進するため、財）日本消防協会からの助
成事業により実施されたもので、購入費は宝くじ
収益金から賄われています。和田会長は「日頃の
火災予防の意識付けや、防火の PR に有効に使っ
ていきたい」と話していました。 
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